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��志津見・尾 原 ダ ム の概 要
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平成��年�月�日 付 け で 斐 伊 川 水 系 に旧 神 戸 川 を編 入

・斐 伊 川 は、中 国 山 地 の船 通山 に発し、支 川 を合わ せ な がら 北 上 し、出雲 平 野 でそ の流れ を東に転じ、宍 道 湖 、

中 海 を経て境 水道 を通じて日 本 海 へ そ そ ぐ 一級 河 川 であ る 。

ま た 、神 戸川 は中 国 山 地 の女 亀 山 に発し、支 川 を合わ せ な がら 北 上 し、出雲 平 野 を流下 して大 社 湾 へ そ そ ぐ

一級 河 川 であ る 。

・斐 伊 川 は全 国 有 数 の天 井 川 で、洪 水被 害 が出や す い 地 形 とな っ てい る 。

・中 海 ・宍 道 湖 は、日 本 海 と高 低 差 がほ とん ど な く、大 橋 川 は川 幅 が狭くな っ てい る こ とか ら 、水はけ が悪く、一

度 洪 水が起き る と長 時 間 にお よ ぶ 。

・斐 伊 川 は、中 国 山 地 の船 通山 に発し、支 川 を合わ せ な がら 北 上 し、出雲 平 野 でそ の流れ を東に転じ、宍 道 湖 、

中 海 を経て境 水道 を通じて日 本 海 へ そ そ ぐ 一級 河 川 であ る 。

ま た 、神 戸川 は中 国 山 地 の女 亀 山 に発し、支 川 を合わ せ な がら 北 上 し、出雲 平 野 を流下 して大 社 湾 へ そ そ ぐ

一級 河 川 であ る 。

・斐 伊 川 は全 国 有 数 の天 井 川 で、洪 水被 害 が出や す い 地 形 とな っ てい る 。

・中 海 ・宍 道 湖 は、日 本 海 と高 低 差 がほ とん ど な く、大 橋 川 は川 幅 が狭くな っ てい る こ とか ら 、水はけ が悪く、一

度 洪 水が起き る と長 時 間 にお よ ぶ 。
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��������������������破堤破堤破堤破堤神 戸川 では、出雲 市を中 心 に

約�� �	 	 戸の家 屋 浸 水が発生 ！
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昭 和 � �年�月	日～�
 日にか け て 梅 雨 前 線 が中 国 地 方 に停 滞

→斐 伊 川 本 川 、神 戸川 と も 破 堤 寸 前 の危 険 な状態 に

→宍 道 湖 の増 水 によ り 、松 江 市 や出 雲 平 野 東 部 を は じ め と す る 宍 道 湖 沿 岸宍 道 湖 沿 岸宍 道 湖 沿 岸宍 道 湖 沿 岸 がががが
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宍 道 湖 沿 岸 で約� �� 	 	 	 戸

の家 屋 浸 水が発生 ！
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３３３３点点点点セ ッ トセ ッ トセ ッ トセ ッ ト のののの効 果効 果効 果効 果 （平 成 ��年�月 豪 雨 ）
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３３３３点点点点セ ッ トセ ッ トセ ッ トセ ッ ト がががが完 成完 成完 成完 成 し て い たし て い たし て い たし て い た 場 合場 合場 合場 合 、、、、
○今 回 の降 雨 では 灘 分 地 点で約約約約1.3m、松 江 地 点で約約約約0.6m 水 位水 位水 位水 位 がががが低 下低 下低 下低 下 す
る こ とが 期 待 さ れ 、灘 分 地 点では 、 計 画 高 水 位計 画 高 水 位計 画 高 水 位計 画 高 水 位 をををを越越越越え な か っ たえ な か っ たえ な か っ たえ な か っ た と考え ら れ る 。
○ま た 、 松 江 市 街 地松 江 市 街 地松 江 市 街 地松 江 市 街 地 に お け るに お け るに お け るに お け る 浸 水 被 害浸 水 被 害浸 水 被 害浸 水 被 害 がな か っ たがな か っ たがな か っ たがな か っ た も のと考え ら れ る 。
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○今 回 の降 雨 では 灘 分 地 点で約約約約1.3m、松 江 地 点で約約約約0.6m 水 位水 位水 位水 位 がががが低 下低 下低 下低 下 す
る こ とが 期 待 さ れ 、灘 分 地 点では 、 計 画 高 水 位計 画 高 水 位計 画 高 水 位計 画 高 水 位 をををを越越越越え な か っ たえ な か っ たえ な か っ たえ な か っ た と考え ら れ る 。
○ま た 、 松 江 市 街 地松 江 市 街 地松 江 市 街 地松 江 市 街 地 に お け るに お け るに お け るに お け る 浸 水 被 害浸 水 被 害浸 水 被 害浸 水 被 害 がな か っ たがな か っ たがな か っ たがな か っ た も のと考え ら れ る 。
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����主主主主なななな経 緯経 緯経 緯経 緯

・・・・昭 和昭 和昭 和昭 和 ６ ０６ ０６ ０６ ０ 年 度年 度年 度年 度 環 境 影 響 評 価 完 了環 境 影 響 評 価 完 了環 境 影 響 評 価 完 了環 境 影 響 評 価 完 了 （（（（志 津 見志 津 見志 津 見志 津 見 ））））

・・・・平 成平 成平 成平 成 ４４４４年 度年 度年 度年 度 環 境 影 響 評 価 完 了環 境 影 響 評 価 完 了環 境 影 響 評 価 完 了環 境 影 響 評 価 完 了 （（（（尾 原尾 原尾 原尾 原 ））））

・・・・平 成平 成平 成平 成 ９９９９年 度年 度年 度年 度 バ イ カ モバ イ カ モバ イ カ モバ イ カ モ のののの移 植移 植移 植移 植 をををを実 施実 施実 施実 施 （（（（志 津 見志 津 見志 津 見志 津 見 ））））

・・・・平 成平 成平 成平 成 １ ０１ ０１ ０１ ０ 年 度年 度年 度年 度 「「「「希 少 生 物希 少 生 物希 少 生 物希 少 生 物 （（（（ｸ ﾏ ﾀ ｶｸ ﾏ ﾀ ｶｸ ﾏ ﾀ ｶｸ ﾏ ﾀ ｶ 等等等等����調 査調 査調 査調 査 ・・・・対対対対

策 検 討 専 門 委 員 会策 検 討 専 門 委 員 会策 検 討 専 門 委 員 会策 検 討 専 門 委 員 会 」」」」をををを設 立設 立設 立設 立 （（（（志 津 見志 津 見志 津 見志 津 見 ・・・・尾 原尾 原尾 原尾 原 ））））

����主主主主なななな取取取取りりりり組組組組みみみみ

・・・・定 期 的定 期 的定 期 的定 期 的 にににに散 水散 水散 水散 水 をををを行行行行いいいい、、、、工 事工 事工 事工 事 によ っ てによ っ てによ っ てによ っ て 発 生発 生発 生発 生 す るす るす るす る 粉粉粉粉じ んじ んじ んじ ん 等等等等をををを低 減低 減低 減低 減 。。。。

・・・・低 騒 音低 騒 音低 騒 音低 騒 音 、、、、低 振 動 型 建 設 機 械低 振 動 型 建 設 機 械低 振 動 型 建 設 機 械低 振 動 型 建 設 機 械 をををを使 用使 用使 用使 用 しししし、、、、工 事工 事工 事工 事 によ っ てによ っ てによ っ てによ っ て 発 生発 生発 生発 生 す るす るす るす る 騒 音 及騒 音 及騒 音 及騒 音 及 びびびび振 動振 動振 動振 動 をををを低 減低 減低 減低 減 。。。。

・・・・河 川 整 備河 川 整 備河 川 整 備河 川 整 備 にお いて はにお いて はにお いて はにお いて は オオサンショウウオオオサンショウウオオオサンショウウオオオサンショウウオがががが住住住住め るめ るめ るめ る 環 境環 境環 境環 境 づ く り をづ く り をづ く り をづ く り を実 施実 施実 施実 施 。（。（。（。（ 志 津 見志 津 見志 津 見志 津 見 ダ ムダ ムダ ムダ ム ））））

・・・・工 事工 事工 事工 事 によ っ てによ っ てによ っ てによ っ て 生 育 環 境生 育 環 境生 育 環 境生 育 環 境 がががが消 失消 失消 失消 失 す るす るす るす る バ イ カ モバ イ カ モバ イ カ モバ イ カ モ をををを移 植移 植移 植移 植 。（。（。（。（ 志 津 見志 津 見志 津 見志 津 見 ダ ムダ ムダ ムダ ム ））））

・・・・希 少 猛 禽 類希 少 猛 禽 類希 少 猛 禽 類希 少 猛 禽 類 のののの繁 殖 活 動 状況繁 殖 活 動 状況繁 殖 活 動 状況繁 殖 活 動 状況 にににに配 慮配 慮配 慮配 慮 しな がらしな がらしな がらしな がら 、、、、工 事工 事工 事工 事 をををを実 施実 施実 施実 施 。。。。

・・・・従 来従 来従 来従 来 はははは産 業 廃 棄 物産 業 廃 棄 物産 業 廃 棄 物産 業 廃 棄 物 と してと してと してと して 処 理処 理処 理処 理 して い たして い たして い たして い た 伐 木 材伐 木 材伐 木 材伐 木 材ををををダ ムダ ムダ ムダ ム 用 地 内用 地 内用 地 内用 地 内 でででで粉 砕 処 理粉 砕 処 理粉 砕 処 理粉 砕 処 理 しししし、、、、チ ッ プチ ッ プチ ッ プチ ッ プ 状状状状にした も のをにした も のをにした も のをにした も のを植 生 工植 生 工植 生 工植 生 工 ののののマ ルマ ルマ ルマ ル

チ ングチ ングチ ングチ ング 材材材材と してと してと してと して 使 用使 用使 用使 用 す るす るす るす る 等等等等
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�流域の自 然 的 状 況

神 戸 川 の集 水 域を対 象 に整 理

整 理 文 献整 理 文 献整 理 文 献整 理 文 献

地 形地 形地 形地 形 「土 地 分 類 図 （地 形 分 類 図 ） 島 根 県 」（国 土 庁 昭 和 ��年）

「日 本 の地 形 レ ッ ド デ ー タ ブ ッ ク 第１集」

�小 泉 武 栄 他 編 平 成 � �年�

「日 本 の地 形 レ ッ ド デ ー タ ブ ッ ク 第�集」

�小 泉 武 栄 他 編 平 成 � �年�

地 質地 質地 質地 質

植 生植 生植 生植 生 「第�回 自 然 環 境 保 全 基 礎 調 査 」（環 境 省 昭 和 �� 年）

「第�回 自 然 環 境 保 全 基 礎 調 査 」（環 境 省 昭 和 �� 年）

「日 本 植 生 誌 中 国 」（至 文 堂 昭 和 ５ ８ 年） な ど

気 候気 候気 候気 候 「気 象 庁 電 子 閲 覧 室 気 象 デ ー タ 」（昭 和 	 �年～平 成 � 	 年）

：ダ ム 堤 体

: 貯 水 予 定 域

: 河 川
: 流 域 界P.2-1））））
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概概概概 要要要要

地地地地 形形形形 	自然的状況の調 査 範 囲 は、ほ と ん ど が道 後山 山 地 、出 雲 平 野 に属し

て お り 、道 後山 山 地 に属す る範 囲 は、中 起 伏 山 地 、小 起 伏 山 地 、大起

伏 丘 陵 地 等 によ っ て 、出 雲 平 野 に属す る範 囲 は、三 角 洲 性 低 地 、自然

堤 防 、砂 洲 等 によ っ て 形 成 さ れ て いる。

●志 津 見 ダ ム 堤 体 予 定 地 の周 辺 は、道 後山 山 地 に属し小 起 伏 山 地 が

分 布 して いる。

地地地地 質質質質 	自然的状況の調 査 範 囲 は、花 崗 岩 類 、安 山 岩 質 岩 石 、集 塊 岩 ・凝 灰

角 礫 岩 、砂 岩 ・泥 岩 等 よ り 形 成 さ れ て いる。

植植植植 生生生生 	上 流 域はブ ナ ク ラ ス 域
落 葉 広 葉 樹 林 帯 �、中 流 域か ら 下 流 域はヤ ブ ツ

バ キ ク ラ ス 域
 常 緑 広 葉 樹 林 帯 �に属す る。

気気気気 候候候候 	志 津 見 ダ ム 近 傍 には佐 田 地 域気 象 観 測 所 があ り 、そ の観 測 結 果 は年

平 均 降 水 量 � � � � 
 ㎜であ る。ま た 、降 水 量 は�月が最も多い。

P.2-2））））
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 �������� �� �� �� �
�流域の社 会 的 状 況

自 然 的 状 況 の調 査 範 囲 を含む� � 市 町 村

（平 成 � �年�月 現 在 ）を対 象 に整 理
整理文献整理文献整理文献整理文献

人 口人 口人 口人 口 「平 成 ��年度 島 根 県 統 計 書 」 （ 島 根 県 平 成 �� 年）の昭 和

� � 年～平 成 �� 年のデ ー タ を整 理

産 業産 業産 業産 業 「平 成 ��年度 島 根 県 統 計 書 」 （ 島 根 県 平 成 �� 年）の平 成

�� 年のデ ー タ を整 理

土 地 利土 地 利土 地 利土 地 利

用用用用

「平 成 ��年度 島 根 県 統 計 書 」 （ 島 根 県 平 成 �� 年）の平 成

�� 年のデ ー タ を整 理

P.2-3））））
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 �������� �� �� �� �	 
 ���	 
 ���	 
 ���	 
 �������� �� �� �� �

概概概概 要要要要

人人人人 口口口口 	� �市 町 の人口 は、約� �� � � � � 人と な っ て いる。

●出 雲 市 は概ね増 加 傾 向 にあ るが、そ れ 以 外 の市 町 村 はいず れ も緩

や か な 減 少 傾 向 にあ る。

産産産産 業業業業 	就 業 者 数 は、佐 田 町 を除く� � 市 町 村 はいず れ も第�次 産 業 の就 業 者

の占め る割 合 が最も高くな っ て いる。佐 田 町 では建 設 業 の就 業 者 数

が最も高くな っ て いる�

土 地利 用土 地利 用土 地利 用土 地利 用 	各 市 町 と も一 般 山 林 の占め る割 合 が最も高く、 � � ～� � ％を占め て い

る。
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� �工 事 着 手 前 ・工 事 中 の調 査

結 果 の報 告
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����������������� �� �� �� �� �� �� �� � � � � � 	� � � � 	� � � � 	� � � � 	 ����� � � �� � � �� � � �� � � �� � � � 	� � � � 	� � � � 	� � � � 	 ����� � � �� � � �� � � �� � � �

志 津 見 ダ ム の建 設 にあ た っ て は、昭 和 �� 年～� � 年に現 地 調 査 を実 施 して きま

した 。そ の結 果 をもと に、「建 設 省 所 管 事 業 に係る環 境 影 響 評 価 に関す る当 面

の措 置 方 針 につ いて 」 （昭 和 � �年�月建 設 省 事 務 次 官 通 達 ）に基づ く環 境 影 響

評 価 を昭 和 � � 年度 に完 了 し、昭 和 � � 年�月に建 設 事 業 に着 手 しま した 。

環 境 影 響 要 因 区 分 環 境 項 目

施 設 の設 置

施 設 の供 用

工 事 の実 施

人の健 康 ま た は 、生 活 環 境 に係

る環 境 項 目

水 質 汚 濁

同 上 自 然 環 境 に係る環 境 項 目 地 形 ・地 質

植 物

動 物

同 上 自 然 景 観 に係る環 境 項 目 自 然 景 観

そ の後、予 測 手 法 の精 度 向 上 、新しい基準等 が充 実 した こ と を踏ま え 、環 境

影 響 評 価 法 に準じ て 、再 度 調 査 ・検 討 を実 施 して きて いる。

P.3-1））））
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植 物
植 物 � � � � � 
 


付 着 藻 類 � � � 
 


生 態 系
生 物 
 


物 理 環 境

ß

2 
 


景 観 � � � �

人と自 然 との触れ合い の活 動 の場 � � � � �

��：調 査 項 目 と し て は実 施 し て い な い が 、他の現 地 調 査 の際に確 認 さ れ て い る種 群

��：河 川 流 況 は昭 和 � � ～平 成 �� 年、河 川 構 成 材 料 及 び河 川 測 量 は平 成 �� 年及 び�� 年に実 施

�� ：文 献 調 査 及 び現 地 調 査

○：現 地 調 査 △：文 献 調 査

� �� �� �� � ����� �� �� �� �� �� �� �� � ����� �� �� �� �
P.3-2））））



������������������������ 水質水質水質水質水質水質水質水質

• 水質調査は来 島 ダ ム 周 辺 ４地 点 、志
津 見 ダ ム 上 流２地 点 、志津 見 ダ ム 下
流８地 点 の計１ ４地 点 に お い て を 実 施

• 流量 は、来 島 ダ ム 放 流、上 橋 波 、馬 木
で観 測

� � � � � �� � � � � �� � � � � �� � � � � �� � � � � �� � � � � �� � � � � �� � � � � �

区域 地 点 名

来 島 ダ ム 周 辺 寺 垣 内 、祝 原 �来 島 ダ ム 流 入 河 川 �

来 島 ダ ム 貯 水 池

丸 山 �来 島 ダ ム 直 下 地 点 �

志 津 見 ダ ム 上流 八 神 、角 井

志 津 見 ダ ム 下 流 上橋 波 、橋 波 簡 水 橋 、野 土 橋 、上

乙 立 橋 、馬 木 、神 戸 橋 、妙 見 橋 、

河 口

P.3-3））））



� � � � � �� � � � � �� � � � � �� � � � � � ����� �� �� �� � ����� � � � � �� � � � � �� � � � � �� � � � � � ����� �� �� �� � ����

項目 調 査 結 果

水 温

・年平 均 水 温 （観 測 開 始 ～平 成 １６ 年）

上 橋 波 １５．０℃ 馬 木 １５．０℃

･経 年的に大きな 水 温 変化はな い

縦 軸 ：℃
上橋 波 地 点

馬 木 地 点

P.3-4））））
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年最 大

年最 小
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� � � � � �� � � � � �� � � � � �� � � � � � ����� � � � � �� � � � � �� � � � � �� � � � � � �����  �  �  �  �  �  �  �  ��������

項目 調 査 結 果

��

・年平 均 値（観 測 開 始 ～平 成 １６ 年）

上 橋 波 ７．３

馬 木 ７．３

･平 成 ２～３年に、上 橋 波 地 点 で下 限 値を下 回 っ た 以 外 は、

全地 点 で環 境 基準を達 成 して いる

縦 軸 ：－

馬 木 地 点

上橋 波 地 点

P.3-5））））

年平均

年最 大

年最 小

　　　環 境 基 準 8.5以 下

　　　環 境 基 準 6.5以 上
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　　　環 境 基 準 8.5以 下

　　　環 境 基 準 6.5以 上
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� � � � � �� � � � � �� � � � � �� � � � � � ����� � � � � �� � � � � �� � � � � �� � � � � � ����! " #! " #! " #! " #! " #! " #! " #! " # ��������
項目 調 査 結 果

Ｂ Ｏ Ｄ

・７５％値（観 測 開 始 ～平 成 １６ 年）

上 橋 波 ０．７～１．８ｍ ｇ �Ｌ

馬 木 ０．５～２．３ ｍ ｇ �Ｌ

・環 境 基準値を満た さ な い年があ るが、近 年では達 成 して

いる

縦 軸 ：mg/L

馬 木 地 点

上橋 波 地 点

P.3-6））））

年平均

年最 大

年最 小

　　　環 境 基 準 1m g /L以 下
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　　　環 境 基 準 2m g /L以 下
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� � � � � �� � � � � �� � � � � �� � � � � � ����� � � � � �� � � � � �� � � � � �� � � � � � ����$ $$ $$ $$ $$ $$ $$ $$ $ ��������

項目 調 査 結 果

Ｓ Ｓ

・年平 均 値（観 測 開 始 ～平 成 １６ 年）

上 橋 波 ４．８ｍ ｇ �Ｌ 馬 木 ５．１ｍ ｇ �Ｌ

・環 境 基準値を満た さ な い年があ るが、概ね環 境 基準

を達 成 して いる

縦 軸 ：mg/L

馬 木 地 点

上橋 波 地 点

P.3-7））））

年平均

年最 大

年最 小

　　　環 境 基 準 2 5 m g /L以 下
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　　　環 境 基 準 2 5 m g /L以 下
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� � � � � �� � � � � �� � � � � �� � � � � � ����� � � � � �� � � � � �� � � � � �� � � � � � ����# "# "# "# "# "# "# "# " ��������

項目 調 査 結 果

Ｄ Ｏ

・年平 均 値（観 測 開 始 ～平 成 １６ 年）

上 橋 波 １０．１ｍ ｇ �Ｌ

馬 木 １０．０ｍ ｇ �Ｌ

･一 部 の観 測 地 点 を除き、概ね環 境 基準を達 成 して いる

縦 軸 ：mg/L

馬 木 地 点

上橋 波 地 点

P.3-8））））

年平均

年最 大

年最 小

　　　環 境 基 準 7.5m g /L以 上
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� � � � � �� � � � � �� � � � � �� � � � � � ����� � � � � �� � � � � �� � � � � �� � � � � � ����%%%%%%%%&&&&&&&&''''''''��������
項目 調 査 結 果

Ｔ － Ｎ

・年平 均 値（観 測 開 始 ～平 成 １６ 年）

上 橋 波 ０．５２ｍ ｇ �Ｌ 馬 木 ０．４５ｍ ｇ �Ｌ

・全地 点 にお いて 、年平 均 で０．５～０．８ｍ ｇ �Ｌ程 度 で推

移して いる

縦 軸 ：mg/L

馬 木 地 点

上橋 波 地 点

P.3-9））））

年平均

年最 大

年最 小
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� � � � � �� � � � � �� � � � � �� � � � � � ����� � � � � �� � � � � �� � � � � �� � � � � � ����%%%%%%%%&&&&&&&&((((((((��������

項目 調 査 結 果

Ｔ － Ｐ

・年平 均 値（観 測 開 始 ～平 成 １６ 年）

上 橋 波 ０．０１７ｍ ｇ �Ｌ 馬 木 ０．０２３ｍ ｇ �Ｌ

・全地 点 にお いて 、年平 均 で０．０１～０．０３ｍ ｇ �Ｌ程 度

で推移して いる

縦 軸 ：mg/L

馬 木 地 点

上橋 波 地 点

P.3-10））））

年平均

年最 大

年最 小
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� � � � � �� � � � � �� � � � � �� � � � � � ����) * � �) * � �) * � �) * � � ����� � � � � �� � � � � �� � � � � �� � � � � � ����) * � �) * � �) * � �) * � � ����
項目 調 査 結 果

健 康 項目
・神 戸 橋 以 外 の全て の地 点 にお いて 実 施

・環 境 基準を超 過 す る検 体 はな い

P.3-11））））



分類群 確 認 種数
重 要 な種の

確 認 種数
主な重 要 種

哺 乳 類 �目� �科��種 �目�科� �種
カ ワ ネ ズ ミ 、コ キ ク ガ シ ラ コ ウ モ リ、ニ ホ ン リス、

イタ チ 、ホ ン ド ジ カ 等

鳥 類 � �目��科� �	種 � 
 目��科��種
オ シ ド リ、ク マ タ カ 、イカ ル チ ド リ、ヤ マ セ ミ 、

サ ン コ ウ チ ョ ウ 等

爬 虫 類 �目�科� �種 �目�科�種
イシ ガ メ 、スッ ポ ン 、ジ ム グ リ、シ ロ マ ダ ラ 、ヒ

バ カ リ

両 生 類 �目�科� �種 �目�科�種
ブ チ サ ン シ ョ ウ ウ オ 、オ オ サ ン シ ョ ウ ウ オ 、イモ

リ、モ リア オ ガ エ ル 、カ ジ カ ガ エ ル 等

魚 類 	目� �科�	種 �目	科� � 種
スナ ヤ ツ メ 、ウ ナ ギ 、メ ダ カ 、カ ジ カ 、オ オ ヨ シ

ノ ボ リ等

昆 虫 類 ��目���科�� ���種 �目��科� ��種

ム カ シ ト ン ボ 、ハ ッ チ ョ ウ ト ン ボ 、ウ ラ ギ ン スジ

ヒョ ウ モ ン 、ツ マ グ ロ キ チ ョ ウ 、セ マ ル オ オ マ グ

ソ コ ガ ネ 等

底 生 動 物 ��目� � � 科��� 種 �目�科�種
マ ル タ ニ シ 、モ ノ ア ラ ガ イ、ナ ガ オ カ モ ノ ア ラ ガ

イ、ミ ド リビ ル 、イボ ビ ル 等

陸 産 貝 類 �目� �科��種 �目�科�種
イボ イボ ナ メ ク ジ 、モ リヤ ギ セ ル 、ヒラ ベ ッ コ ウ

ガ イ、オ オ ウ エ キ ビ 、サ ン イン コ ベ ソ マ イマ イ等

������������������������ 動物動物動物動物動物動物動物動物
������������� �� �� �� � ����� �� �� �� �������������� �� �� �� � ����� �� �� �� �

P.3-12））））



項 目 確 認 種
重 要 な種の

確 認 種数
主な重 要 種、概 要 等

植物 相 �� � 科�� � � � 種 � 	 科�	 
 種
ヤ シャ ゼ ン マ イ 、バ イ カ モ 、ナ ガ ミ ノツ ル

キ ケ マ ン 、サ イ カ チ 、メ グ ス リ ノキ 等。

植生 － －

山 地 部 で は コ ナ ラ 群 落 やス ギ ・ヒ ノキ 植

林が広く分 布 し て い る 。

神 戸 川 の川 辺 には 、ネ コ ヤ ナ ギ 等が繁 茂

す る ほ か 、水 際 には 抽 水 植物 で あ る ツ ル ヨ

シ群 落 が分 布 し て い る 。

付 着 藻 類 
 	 科�� � 種 �科�種 タ ン ス イ ベ ニ マ ダ ラ

������������������������ 植 物植 物植 物植 物植 物植 物植 物植 物
� �� �� �� ������ �� �� �� � ����� �� �� �� �� �� �� �� ������ �� �� �� � ����� �� �� �� �
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� 上位性注目種上位性注目種上位性注目種上位性注目種と し てと し てと し てと し て ク マ タ カク マ タ カク マ タ カク マ タ カ をををを

選 定選 定選 定選 定 。。。。
� 多 様 な動 物 を捕 食

� 山 間 の樹 林地 に年 間 を通し て 生 息

� 調 査 で の分 布 ・繁 殖 状 況 等の把 握

が容 易

� 本 地 域本 地 域本 地 域本 地 域 でででで継 続 的継 続 的継 続 的継 続 的 にににに生 息生 息生 息生 息 し て い るし て い るし て い るし て い る

ク マ タ カク マ タ カク マ タ カク マ タ カ ���� つ が い をつ が い をつ が い をつ が い を確 認確 認確 認確 認 。。。。

注：営 巣 地 保 護 の観 点 か ら 、詳 細
な情 報 の掲 載 は差し控え た 。

������������������������ 生 態 系生 態 系生 態 系生 態 系生 態 系生 態 系生 態 系生 態 系
	 
 � � 
 �	 
 � � 
 �	 
 � � 
 �	 
 � � 
 � � � � �� � � �� � � �� � � �	 
 � � 
 �	 
 � � 
 �	 
 � � 
 �	 
 � � 
 � � � � �� � � �� � � �� � � �

����� � � �� � � �� � � �� � � ������ � � �� � � �� � � �� � � �
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� ����つのつのつのつの環 境 類 型 区 分環 境 類 型 区 分環 境 類 型 区 分環 境 類 型 区 分 をををを設 定設 定設 定設 定 。。。。

①①①①ス ギス ギス ギス ギ ・・・・ヒ ノ キヒ ノ キヒ ノ キヒ ノ キ 植 林植 林植 林植 林 をををを主 体主 体主 体主 体 と し たと し たと し たと し た 樹 林樹 林樹 林樹 林
地地地地
� 人 為 的 に植 栽 さ れ 、多くは下 草 刈 り等

の管 理 も行わ れ て いる 。

� 高木 層・低 木 層・草 本 層の�層ないし�

層で、階 層構 造 は発 達 せ ず 、高木 層の

植 被 率 が高く、林 内 が暗い。

②②②②落 葉 広 葉 樹落 葉 広 葉 樹落 葉 広 葉 樹落 葉 広 葉 樹 をををを主 体主 体主 体主 体 と し たと し たと し たと し た 樹 林 地樹 林 地樹 林 地樹 林 地
� 大 半 はア ベ マ キ －コ ナ ラ 群落 等の落 葉

広 葉 樹 林 。

� 高木 層・亜 高木 層・低 木 層・草 本 層の�

層。亜 高木 層・低 木 層の植 被 率 が高く、

草 本 層の植 被 率 も高い。

⇒餌の豊 富 な環 境 を反 映 して 哺 乳 類のニ ホ

ン リス・ア カ ネ ズ ミ が多い、林 内 の空

間 構 造 が多様 であ る こ とを反 映 し樹 幹

で採 餌す る 鳥 類（コ ゲ ラ 等）が多い等

の傾 向 あ り。

� � � � �� � � � �� � � � �� � � � � ����� �� �� �� �� � � � �� � � � �� � � � �� � � � � ����� �� �� �� �

����� � � � � �� � � � � �� � � � � �� � � � � � ���� ! ! ! ! """"����� � � � � �� � � � � �� � � � � �� � � � � � ���� ! ! ! ! """"
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� ����つのつのつのつの環 境 類 型 区 分環 境 類 型 区 分環 境 類 型 区 分環 境 類 型 区 分 をををを設 定設 定設 定設 定 。。。。

①①①①平 野平 野平 野平 野 をををを流 下流 下流 下流 下 す るす るす るす る 区 間区 間区 間区 間 （神 戸 川 河 口 ～
直 轄 管 理 区 間 上 流 端 ）

� 感 潮 域ではスズ キ 、マ ハ ゼ 等、淡 水
域ではビ ワ ヒガ イ等の魚 類が特 徴 的
に出 現 。

②②②②谷 底 平 野谷 底 平 野谷 底 平 野谷 底 平 野 をををを流 下流 下流 下流 下 す るす るす るす る 区 間区 間区 間区 間 （ 直 轄 管
理 区 間 上 流 端 か ら 伊 佐 川 合 流 点）

� シ マ ヨ シ ノ ボ リ、カ ワ ム ツ 、ア ユ 等
の魚 類が多く出 現 。

③③③③山 間 部山 間 部山 間 部山 間 部 をををを流 下流 下流 下流 下 す るす るす るす る 区 間区 間区 間区 間 （伊 佐 川 合 流
点か ら 上 流 ）

� 種組 成 は下 流 区 間 と類似 す る が、ス
ナ ヤ ツ メ が多くみ ら れ 、タ カ ハ ヤ 、
ヤ マ メ も出 現 す る 点が異なる 。

④④④④支 川支 川支 川支 川 （角 井 川 等）
� タ カ ハ ヤ 、ヤ マ メ が多く出 現 す る が、
他の区 間 と比べ て 出 現 種類数 が少な
い。

# $ � � � �# $ � � � �# $ � � � �# $ � � � � ����� �� �� �� �# $ � � � �# $ � � � �# $ � � � �# $ � � � � ����� �� �� �� �

����� � � � � �� � � � � �� � � � � �� � � � � � ���� ! ! ! ! """"����� � � � � �� � � � � �� � � � � �� � � � � � ���� ! ! ! ! """"

P.3-16））））



������������������������ 景観景観景観景観景観景観景観景観

景観資源と し て 三 瓶 山

を眺 望 す るこ と が 出 来 る

� � + ,� � + ,� � + ,� � + , ----� � + .� � + .� � + .� � + .� � + ,� � + ,� � + ,� � + , ----� � + .� � + .� � + .� � + .

三瓶山三瓶山三瓶山三瓶山（（（（女 三瓶山女 三瓶山女 三瓶山女 三瓶山））））三瓶山三瓶山三瓶山三瓶山（（（（女 三瓶山女 三瓶山女 三瓶山女 三瓶山））））

琴 引 山琴 引 山琴 引 山琴 引 山琴 引 山琴 引 山琴 引 山琴 引 山

鯛ノ巣 山

：：：：主 要主 要主 要主 要 なななな眺 望 点眺 望 点眺 望 点眺 望 点

景観資源と し て 鯛ノ巣 山

を眺 望 す るこ と が 出 来 る

志津見志津見志津見志津見ダ ムダ ムダ ムダ ム志津見志津見志津見志津見ダ ムダ ムダ ムダ ム
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��������������������������������人人人人とととと自 然自 然自 然自 然 とのとのとのとの触触触触れれれれ合合合合い のい のい のい の活 動活 動活 動活 動 のののの場場場場人人人人とととと自 然自 然自 然自 然 とのとのとのとの触触触触れれれれ合合合合い のい のい のい の活 動活 動活 動活 動 のののの場場場場

� � + ,� � + ,� � + ,� � + , ----� � + .� � + .� � + .� � + .� � + ,� � + ,� � + ,� � + , ----� � + .� � + .� � + .� � + .

立 久 恵 峡立 久 恵 峡

伊 秩 や す ら ぎ の水 辺伊 秩 や す ら ぎ の水 辺

遊 好 の里遊 好 の里

東 三 瓶 フ ラ ワ ー東 三 瓶 フ ラ ワ ー

バ レ ーバ レ ー

地点名 活 動 内 容

立 久 恵 峡 散 策 、キ ャ ン プ 、ス

ポ ー ツ 、水遊 び等

遊 好 の里 イ ベ ン ト （カ ヌ ー 、魚

釣り等） 、散 策 、水遊

び等

伊 秩 や す ら ぎ の

水辺

水遊 び、つ り、水汲 み

等

東 三 瓶 フ ラ ワ ー

バ レ ー

フ ラ ワ ー フ ェ ステ ィ バ

ル、志 都 美 の名水の採

水、散 歩 等

P.3-18））））

主要な人と自 然 との主要な人と自 然 との

触れ合い の活 動 の場触れ合い の活 動 の場



人人人人とととと自 然自 然自 然自 然 とのとのとのとの触触触触れれれれ合合合合い のい のい のい の活 動活 動活 動活 動 のののの場場場場（（（（写 真写 真写 真写 真 ））））人人人人とととと自 然自 然自 然自 然 とのとのとのとの触触触触れれれれ合合合合い のい のい のい の活 動活 動活 動活 動 のののの場場場場（（（（写 真写 真写 真写 真 ））））

立 久 恵 峡立 久 恵 峡

東 三 瓶 フ ラ ワ ー バ レ ー （東 三 瓶 フ ラ ワ ー バ レ ー （11））

東 三 瓶 フ ラ ワ ー バ レ ー （東 三 瓶 フ ラ ワ ー バ レ ー （22））P.3-19）））） 志 都 美 の名 水志 都 美 の名 水



遊 好 の里（遊 好 の里（11））

遊 好 の里（遊 好 の里（22））

伊 秩 や す ら ぎ の水 辺伊 秩 や す ら ぎ の水 辺

P.3-20））））



��環境影響予測の結 果 及 び

環境保 全 措 置 の内 容
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注� � � 「○」は、選 定 し た 調 査 、予 測 の項 目 を示す。

� � � ｢×｣の地 形 地 質 は、調 査 地 域 内 に重 要な地 形 地 質 が ない こ とか ら 、選 定 し て い ない 。

影響要因の区 分

環 境 要素 の区 分

環境影響要因

土 地 又 は工 作 物 の存 在 及 び供 用
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������������������������ 水質水質水質水質水質水質水質水質

• 選択取水施設 ： 温 水放 流 の低 減
� � � � � �� � � � � �� � � � � �� � � � � �� � � � � �� � � � � �� � � � � �� � � � � �
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� �� �� �� � ����� � �� � �� � �� � � ����� � � � � �� � � � � �� � � � � �� � � � � � ���� ! ! ! ! """"� �� �� �� � ����� � �� � �� � �� � � ����� � � � � �� � � � � �� � � � � �� � � � � � ���� ! ! ! ! """"

（放 流 水 ）

・５～１ １ 月に お いて 過 去 １ ０ 年間 の最 大 値 を超 過

� 流 入 水 よ り 放 流 水 の水 温 が高い温 水 放 流 現 象 が発 生

（環 境 保 全 措 置 ）

・選 択 取 水 施 設 を運 用

⇒放 流 水 温 は８月中 旬 頃 ま では、現 況 の１ ０ ヵ年の水 温 変 動 幅 程 度 で放 流 でき る

⇒た だ し 、そ れ 以 降 で一 定 期 間 、温 水 放 流 となるが、ダ ム よ り約５ｋ ｍ 下 流 の野 土
橋 地 点 では回 復 し、現況の１０ ヵ年の水温 変 動 幅 に収ま るこ とか ら 、影 響 は小さい
と考え ら れる

　　　　供 用 前 水 温 変 動 幅 【環 境 保 全 措 置 (選 択 取 水 )時 放 流 水 温 】
　　　　供 用 前 水 温 (流 入 水 温 ) 　　　　　ケ ー ス １
　　　　供 用 後 水 温 (放 流 水 温 ：無 対 策 時 ) 　　　　　ケ ー ス ２

　　　　　ケ ー ス ３
　　　　　等 温 放 流 ケ ー ス

＜ 　凡　　　例　＞
放流水

いちばん影 響 が想 定 され る平 成 １ ５ 年の結 果

P.4-3））））
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（下 流 河 川 ）

・過去１０ 年間 の最 大値を超 過す る現象 は、数 日見 ら れる期 間 があ るが、概ね過
去１０ 年間 の変 動 幅 に収ま る

馬木

野 土 橋
平 成 １ ５ 年の結 果 （ダ ム 下 流河 川）

Ö
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放流水

（放 流 水）

・年間 の５ｍ ｇ�Ｌ未 満 日数 �１０ ヵ年平 均 �は、現況（上 橋 波 地 点 ）で約３０ ０ 日、ダ ム 建
設 後 で約３５０ 日

・環境基 準 値（２５ｍ ｇ�Ｌ）超 過日数 �１０ ヵ年平 均 �は、現況で４日、ダ ム 建設 後 で２日

⇒水の濁りは低 下 す ると予 測 され、土 砂 によ る水の濁りの影 響 は小さい
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（下 流 河 川 ）

・年間 の５ｍ ｇ�Ｌ未 満 日数 �１０ ヵ年平 均 �は、各 地 点 で現況よ り多くなる傾 向

・環境基 準 値（２５ｍ ｇ�Ｌ）超 過日数 �１０ ヵ年平 均 �は、各 地 点 で現況よ りも １～２日
程 度 減 少す る

⇒水の濁りは、現況と建設 後 でほ ぼ 同 程 度 も しくは低 下 す ると予 測 され、土 砂 によ
る水の濁りの影 響 は小さい
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ダ ム サ イ ト 付 近 表 層 （ク ロ ロ フ ィ ル ａ ）

（貯 水池 ）

・ク ロ ロ フ ィ ル �の最 大値�１０ ヵ年最 大値� ： 約１８ ～２０ �ｇ�Ｌ
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いちばん影 響 が想 定 され る平 成 ９年の結 果

Ｏ Ｅ Ｃ Ｄ 基 準 に よ る 判 定 結 果
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ＯＥＣＤ基 準
( 表 層 －年 最 大 )
中 栄 養 ：8.0～25.0

ＯＥＣＤ基 準
( 表 層 －年 平 均 )
中 栄 養 ：2.5～8.0

富 栄 養 ：25.0～

�Ｏ Ｅ Ｃ Ｄ ） Environmental Performance and 
Information Division, OECD Environment 

Directorate

＝経 済 協 力 開 発 機 構 OECDによ っ て

公 表され た 環境デ ー タ によ る指 標 P.4-8））））

（貯 水池 ）

・ク ロ ロ フ ィ ル �の最 大値�１０ ヵ年最 大値� ： 約１８ ～２０ �ｇ�Ｌ

・� � 	 
 基 準 �では中栄 養 以 下 に区 分 � 富 栄 養 化 現象 の可能 性は少ない
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馬木

（下 流 河 川 ）

・� � 
 ７５％値は、ダ ム 建設 前 後 で大き な変 化 はなし

・ダ ム 下 流 河 川 の各 地 点 で概ね環境基 準 値を達 成 （� � 
 ７５％平 均 値）
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いちばん影 響 が想 定 され る平 成 １ ５ 年の結 果
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（貯 水池 ）
・年平 均 値�１０ ヵ年� 約１０ ｍ ｇ�Ｌ 最 小値�１０ ヵ年� 約７ｍ ｇ�Ｌ
・酸 素 濃 度 の低 下 が予 想 されるが、環境基 準 �
 � � � � �� 以 上 �を下 回 る期 間 が数 日
～３週 間 程 度 であ るた め 、影 響 は小さいと考え ら れる｡ま た 、放 流 後 についても 、
再 曝 気 によ りＤ Ｏ 濃 度 は回 復 す ると考え ら れるこ とか ら 、影 響 は小さいと考え ら れ
る｡
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予測対象外

生息 確 認 地 点

の記 録 無し

既 存 文 献 現 地 調 査

重要 種 の抽 出

生息 確 認 地 点 有 り

想 定 さ れ る主 要 な生

息 環境

確 認 地 点
事 業 計 画

重 合 せ

主 要 な生息 環境と事 業 計 画 の重ね合わ せ
対象種

の生態

特 性

主 要 な生息 環境が改

変 区 域 外に連 続 して

広範 囲 に分布する

又は確 認 地 点 が改変

区 域 に分布しない

主 要 な生息 環境が改

変 区 域 外に連 続 して

広範 囲 に分布しない

影響が想 定 さ れ る

影響は小さ い

主 要 な生息 環境が直 接

改変 区 域 内又は影響の

想 定 範 囲 内に分布しない

影響はない

環境保 全

措 置

������������������������ 動物動物動物動物動物動物動物動物
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影 響 が想 定 された 重 要な種の予 測 結

果 概要
環境保 全 措 置 等

オオウラ ギ ンス ジ ヒ ョ ウモン、ウラ ギ ン

ス ジ ヒ ョ ウモン、ツ マ グ ロ キチ ョ ウ、キ

バ ネ ア シ ブ ト マ キバ サ シ ガ メ 、セ マ ル オ

オマ グ ソ コ ガ ネ 〔昆 虫 類〕

こ れら の種の主 要な生息環境と推 定
された 草 地 の一 部 （45.6％）が改 変 さ
れ、生息環境として適さなくなるた め 、

生息に影 響 が及ぶ可能 性が考え ら れ

る。

（ウラ ギ ンス ジ ヒ ョ ウモンは、過去の現

地 調 査 での確 認 位 置 が不 明 であ るが、

生態 特性か ら み て草 地 環境を生息に
利 用 していると推 定 。 ）

イ ネ 科 植 物 （キバ ネ ア シ ブ ト マ キバ

サ シ ガ メ の生息環境）、ス ミ レ 類（オ

オウラ ギ ンス ジ ヒ ョ ウモン等の食 草 ）、

カワ ラ ケ ツ メ イ （ツ マ グ ロ キチ ョ ウの

食 草 ）はダ ム 周辺に多く分布す るこ

とか ら 、特に移 植 は実施せ ず 、モニ

タ リング 調 査 のみ を実施。

糞 虫 のセ マ ル オオマ グ ソ コ ガ ネ は、

事 業 実施区 域 周辺に残存す る草 地

や、新た に出 現す る草 地 で生息状

況を確 認 。
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影 響 が想 定 された 重 要な種の予 測 結 果 概

要
環境保 全 措 置 等

ク ロ ミ ド リシ ジ ミ 、ウラ ジ ロ ミ ド リシ ジ ミ 、（ヒ ロ

オ ビ ミ ド リシ ジ ミ ）〔昆 虫 類〕

生息環境は落 葉 広 葉 樹 林 を主 体 とした

樹 林 地 と推 定 され、改 変 は比 較 的 狭 い範
囲（7.4％）に限ら れるが、こ れら の種は中
国 山 地 の中山 間 地 に分布が限定 されてお

り、 当 該 地 域 の生息環境は極め て重 要な

た め 、生息に影 響 が及ぶ可能 性が考え ら

れる。

（ヒ ロ オ ビ ミ ド リシ ジ ミ は過去に確 認 されて

いないが、生態 特性か ら み てナラ ガ シ ワ 等

の落 葉 広 葉 樹 林 を主 体 とした 樹 林 地 を生

息に利 用 していると推 定 。）

食 草 や生息環境として重 要なナ

ラ ガ シ ワ の生育 を 促 進 す るこ ととし、

播 種を実施。
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項目項目項目項目 予 測予 測予 測予 測 のののの結 果結 果結 果結 果 環 境 保 全 措 置 等環 境 保 全 措 置 等環 境 保 全 措 置 等環 境 保 全 措 置 等

動 物動 物動 物動 物 予測の結 果 、多くの動 物 の重 要 な種は、

改 変 区 域 周 辺 に主 要 な生 息 環 境 が広く連

続し て 分 布 する こ と か ら 、生 息 は維 持 さ

れる と 考え ら れ、環 境 影 響 は小さい と 判

断された 。

一 方 、オオウラ ギ ンス ジ ヒ ョ ウモン、ウラ
ギ ンス ジ ヒ ョ ウモン、ツ マ グ ロ キチ ョ ウ、キバ
ネ ア シ ブ ト マ キバ サ シ ガ メ 、セ マ ル オオマ グ ソ
コ ガ ネ 、ク ロ ミ ド リシ ジ ミ 、ウラ ジ ロ ミ ド リシ ジ ミ
については、事 業 の実施によ り、生息環境と
して適さなくなるた め 、生息に影 響 が及ぶ可
能 性が考え ら れる。

オオウラ ギ ンス ジ ヒ ョ ウ
モン、ウラ ギ ンス ジ ヒ ョ
ウモン、ツ マ グ ロ キチ ョ
ウ、キバ ネ ア シ ブ ト マ
キバ サ シ ガ メ 、セ マ ル
オオマ グ ソ コ ガ ネ につ
いては、特に移 植 は実
施せ ず 、モニ タ リング
調 査 のみ を実施。

ク ロ ミ ド リシ ジ ミ 、ウラ ジ
ロ ミ ド リシ ジ ミ について
は、食 草 や生息環境と
して重 要なナラ ガ シ ワ
の生育 を促 進 す るこ と
とし、 播 種を実施。
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既 存 文 献 現 地 調 査

重要 種 の抽 出

対象種 の生態 特 性

確 認 地 点 の全て又は

多くが影響の想 定 範

囲 内に分布する

確 認 地 点 の一 部 が影

響の想 定 範 囲 内に分

布する

確 認 地 点 の全てが影

響の想 定 範 囲 外に分

布する

影響が想 定 さ れ る 影響は小さ い 影響はない

環境保 全

措 置

確 認 地 点 と調 査 対象範 囲 との関 係

確 認 地 点 事 業 計 画
重 合 せ

確 認 地 点 と事 業 計 画 の重ね合わ せ 予測対象外

近 年 の確 認 地 点 の

記 録 が無い
確 認 地 点 が調 査 対

象範 囲 内にあ る

確 認 地 点 が調 査 対

象範 囲 外にしか ない

予測対象外

������������������������ 植 物植 物植 物植 物植 物植 物植 物植 物
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影 響 が想 定 され た 重 要 な種の予 測 結 果 概 要 環境保 全 措 置 等

ヤ シ ャ ゼ ンマ イ 、バ イ カモ 、ナ ガ ミ ノ ツ ル キ ケ マ

ン、サ イ カチ 、メ グ ス リ ノ キ 、ヨ コ グ ラ ノ キ 、ス ズ

サ イ コ 、イ ヌ タ ヌ キ モ 、ナ ベ ナ 、ヤ マ ザ ト タ ンポ

ポ、エ ビ ネ 属の一 種

事 業 実 施 区 域 及 び そ の周 辺 に生育 す

る上 記 の生育 個 体 のう ち 、全てま た は多

くが消 失 する。

（ウ ス バ サ イ シ ン １地 点 、ヤ マ シ ャ ク ヤ ク
１地 点 、サ ン ベ サ ワ ア ザ ミ 23地 点 は直 接
改変 で消 失 するが、周 辺 の生育 個 体 も

含め てみ た 消 失 割 合は低いた め 、保 全

へ の取り組み は実 施 しない。）

ヤ シ ャ ゼ ンマ イ 、バ イ カモ 、ナ ガ ミ ノ ツ ル キ ケ マ ン、

メ グ ス リ ノ キ につ いては、直 接 改 変の影 響 を受け る

個 体 を、事 業 実施区 域 及びそ の周 辺 の生育 適 地

に以 下 のとお り移 植 する。

《重 要 な植 物 種の移 植 の考え方》

� 移 植 先 は、「対 象 種の生態 特性 」と「生育 個 体 の

確 認 地 点 の環境」を勘 案 して選 定 する。

� 移 植 実施時 期 は、対 象 種の生態 特性 を勘 案 して

設 定 する。

� 移 植 先 の環境の攪 乱 を避け るた め 、1カ所に多く
の個 体 を移 植 しないよ う 配 慮 する。

� 移 植 後の個 体 の生育 状 況 をモ ニ タ リ ング 調査で

監 視 する。

� 移 植 困 難 な木 本 類につ いては、記 録 保 存 等の実

施を検 討 する。

そ の他の種につ いては、ダ ム 周 辺 に多く分 布 する

こ とか ら 、特に移 植 は実施せず 、モ ニ タ リ ング 調査

のみ を実施。
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項目項目項目項目 予 測予 測予 測予 測 のののの結 果結 果結 果結 果 環 境 保 全 措 置 等環 境 保 全 措 置 等環 境 保 全 措 置 等環 境 保 全 措 置 等

植 物植 物植 物植 物 予測の結 果 、多くの植 物 の重 要 な種は、

改 変 区 域 周 辺 に生 育 地 点 の多くが残 存 す

る こ と か ら 、生 育 は維 持 される と 考え ら

れ、環 境 影 響 は小さい と 判断された 。

一 方 、ヤシ ャ ゼ ンマ イ 、バ イ カモ、ナガ ミ ノ
ツ ル キケ マ ン、サ イ カチ 、メ グ ス リノ キ、 ヨ コ グ
ラ ノ キ、ス ズ サ イ コ 、イ ヌ タ ヌ キモ、ナベ ナ、ヤ
マ ザ ト タ ンポ ポ 、 エ ビ ネ 属の一 種については、
事 業 の実施によ り、生育 地 の多くが改 変 され
るた め 、生育 に影 響 が及ぶ可能 性が考え ら
れる。

ヤ シ ャ ゼ ンマ イ 、バ イ カ
モ、ナガ ミ ノ ツ ル キケ マ
ン、メ グ ス リノ キについ
ては、 直 接 改 変 の影 響
を受け る個 体 を、 事 業
実施区 域 及びそ の周
辺の生育 適地 に移 植
す る。

そ の他の種について
は、ダ ム 周辺に多く分
布す るこ とか ら 、特に
移 植 は実施せ ず 、モニ
タ リング 調 査 のみ を実
施。
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影 響 予 測 結 果 の概要 環境保 全 措 置 等

上 位 性注 目 種：ク マ タ カ

� 継 続 的 に分布が確 認 さ れ ている5つ がい（A・C・D・H・
I つ がい）を対象に、「行 動圏 の改変 」と「営 巣 可 能 な環
境の改変 」の観 点 か ら 検 討 。

� 行 動圏 （コ ア エ リ ア ）の改変 割 合

Aつ がい；約7％、Cつ がい；約5％、
Dつ がい；約6％、Hつ がい；約11％、
I つ がい；約2％

� 現 在 の営 巣 地 以 外にも行 動圏 （コ ア エ リ ア ）内に営 巣

可 能 な環境が広く分布し、多くが残 存 する。

� 既 存 ダ ム では、行 動圏 を横 断 する形で貯 水 池 が存 在

してもつ がいが生息 し繁 殖 活 動を継 続 している事 例 が

複 数 確 認 さ れ ている。

以 上 のこ とか ら 、長 期 的 にはつ がいは生息 し、繁 殖 活

動は継 続 するものと考え ら れ る。

上 位 性注 目 種のク マ タ

カに影 響 が生じ た 場 合 、

生態 系 に影 響 を及ぼ す

可能 性があ るた め 、環境
配 慮 事 項 としてAつがい、
Cつがい、Dつがい、Hつ
がいの繁 殖 状 況等のモ

ニ タ リング を実施す る。
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影 響 予 測 結 果 の概要 環境保 全 措 置 等

ス ギ ・ヒ ノ キ植 林 を主 体 とした 樹 林 地
落 葉 広 葉 樹 を主 体 とした 樹 林 地

� 貯 水池 等によ り一 部 が改 変 されるととも に、

改 変 部 縁 辺の環境が変 化 す る可能 性があ る。

⇒「ス ギ ・ヒ ノ キ 植 林 を主 体 とした 樹 林 地 」

改変 エ リ ア 約０．４％

⇒「落 葉 広葉 樹 を主 体 とした 樹 林 地 」

改変 エ リ ア 約１．３％

�

�しか し、 消 失 ま た は環境変 化 の可能 性があ
る範囲はご く一 部 であ り、周辺には同 様 の環
境が影 響 を受け るこ となく残存す る。ま た 、残
存す るエ リア が大き く分割 されるこ とはない 。

�
� 以 上 のこ とか ら 、残存す るエ リア によ り典 型

性は維 持 されると考え ら れる。

不 確 実性のあ る項 目
の変 化 の把 握 調 査 とし
て、 事 業 によ る影 響 の有
無 及び程 度 を把 握 し、湛
水後 の影 響 について検
証す るた め モニ タ リング
調 査 を実施す る。
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影 響 予 測 結 果 の概 要 環境保 全 措 置 等

平 野 を流れ る川 ・ 谷 底 平 野 を流れ る川

� 直 接 改 変の影 響 は受け ない

� 土 砂によ る水の濁り、水温 、BOD等の水質 変化や、河 床 材 料 の変化は小
さいと考えら れ る。

⇒生息 ・生育 する生物 群 集で表現され る典 型性 は維 持 され ると考えら れ る。

山 間部を流れ る河 川

� 一 部の区 間が消 失 し、貯 水池 等を挟んで上 流側 と下 流側 に分 断 され るが、

消 失 区 間の魚類、底 生動 物 は、下 流側 に残 存 する本 区 間でも確 認 され て

お り、こ こ ではまとまっ た 生息 ・生育 環境が残 存 する。

� ダ ム 下 流側 の本 区 間では、7月～9月の間に供 用 後水温 が供 用 前 を上 回
ると予 測 され ている。しか し、水温 上 昇 期 間にこ の区 間を主な産卵 場 として

いる オ イ カ ワ 、カ ワ ム ツ (カ ワ ム ツ B型)、 ギ ギ 、カ ワ ヨ シ ノ ボ リ は、いず れ も産
卵 期 の前 半 が高 水温 の影 響 が及ばない時 期 で あ るこ と、本 区 間よ り下 流に

も産卵 場 は存 在 すると想 定 され るこ とか ら 、産卵 へ の影 響 は小さく、生息 は

維 持 され ると考えら れ る。

� ダ ム の供 用 で土 砂流入 は 減 少 するた め 、河 床 材 料 のう ち砂や 粒 径 の小さ

い礫が減 少 する ほ か 、 場 所によ り河 床 高 が 低 下 する 可 能 性 が あ り、こ れ に

よ り「平 野 を流下 する区 間」の環境が変化し、そ こ に生息 ・生育 する生物 群

集に影 響 が及ぶ可 能 性 が考えら れ る。

�なお 、典 型性 （河 川域 ）の予 測 ・評 価 は、下 流河 川物 理 環境の変化や冠

水頻 度 の変化に関わ る検 討 結 果 を踏まえ、 今 後、 総 合 的 に 評 価 する。

不 確 実性 の あ

る項目 の変化の

把 握 調査として、

事 業 によ る影 響

の有 無 及び 程 度

を 把 握 し、 湛 水

後の影 響 につ い

て検 証 するた め

モ ニ タ リ ング 調

査を実施する。
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影 響 予 測 結 果 の概 要 環境保 全 措 置 等

支 川を流れ る川

� 一 部の区 間が消 失 するが、消 失 する区 間は支 川の 最 下 流部で あ り、そ の

上 流に生息 ・生育 環境が残 存 し、か つ 残 存 する区 間の分 断 は生じ ない。

⇒生息 ・生育 する生物 群 集で表現され る典 型性 は維 持 され ると考えら れ る。

不 確 実性 の あ

る項目 の変化の

把 握 調査として、

事 業 によ る影 響

の有 無 及び 程 度

を 把 握 し、 湛 水

後の影 響 につ い

て検 証 するた め

モ ニ タ リ ング 調

査を実施する。
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項目項目項目項目 予 測予 測予 測予 測 のののの結 果結 果結 果結 果 環 境 保 全 措 置 等環 境 保 全 措 置 等環 境 保 全 措 置 等環 境 保 全 措 置 等

上 位 性上 位 性上 位 性上 位 性 予測の結 果 、各つ がいとも行 動 圏 内 に 営 巣 可 能 な環

境の多くが残 存 するこ と、 既 存 ダ ム では行 動 圏 を 横 断 す

る形で貯 水池 が存 在 してもつ がいが生息 し 繁 殖 活 動 を継

続している事 例 が 複 数 確 認 され ているこ とか ら 、 長 期 的

にはつ がいは生息 し、 繁 殖 活 動 は継続すると考えら れ る。

上 位 性 注 目 種の ク マ タ カに

影 響 が生じ た 場 合 、生態 系

に及 ぼ す影 響 が大き いと考

えら れ るた め 、環境配 慮 事
項としてA つ がい、Cつ がい、
Dつ がい、Hつ がいの繁 殖 状
況 等のモ ニ タ リ ング を実施。

陸域典型陸域典型陸域典型陸域典型

性性性性

予 測 の結 果 、「ス ギ ・ヒ ノ キ 植 林 を主体 とした 樹 林 地

」、「落 葉 広葉 樹 を主体 とした 樹 林 地 」の消 失 また は環境

変化の可 能 性 が あ る 範 囲 は一 部で あ り、周 辺 には残 存

するエ リ ア が広く分 布 するこ とか ら 、残 存 するエ リ ア によ り

典 型性 は維 持 され ると考えら れ る。

不 確 実性 の あ る項目 の変

化の把 握 調査として、事 業

によ る影 響 の 有 無 及び 程 度

を 把 握 し、 湛 水後の影 響 に

つ いて検 証 するた め モ ニ タ リ

ング 調査を実施。

河 川 域典河 川 域典河 川 域典河 川 域典

型性型性型性型性

予 測 の結 果 、「平 野 を流れ る川」、「谷 底 平 野 を流れ る

川」、「支 川を流れ る川」は、生息 ・生育 する生物 群 集で表

現され る典 型性 は維 持 され ると考えら れ る。また 、「山 間

部を流れ る河 川」は、一 部の区 間が消 失 し、貯 水池 等を

挟んで上 流側 と下 流側 に分 断 され るが、消 失 区 間の魚

類、底 生動 物 は、下 流側 に残 存 する本 区 間でも確 認 され

てお り、こ こ ではまとまっ た 生息 ・生育 環境が残 存 する。

なお 、典 型性 （河 川域 ）の予 測 ・評 価 は、下 流河 川物 理

環境の変化や冠水頻 度 の変化に関わ る検 討 結 果 を踏ま

え、 今 後、 総 合 的 に 評 価 する。

不 確 実性 の あ る項目 の変

化の把 握 調査として、事 業

によ る影 響 の 有 無 及び 程 度

を 把 握 し、 湛 水後の影 響 に

つ いて検 証 するた め モ ニ タ リ

ング 調査を実施。
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������������������������ 景観景観景観景観景観景観景観景観

項目項目項目項目 予 測予 測予 測予 測 のののの結 果結 果結 果結 果 環 境 保 全 措 置 等環 境 保 全 措 置 等環 境 保 全 措 置 等環 境 保 全 措 置 等

景 観景 観景 観景 観 ＜＜＜＜主 要主 要主 要主 要 なななな眺 望 点眺 望 点眺 望 点眺 望 点 ＞＞＞＞

主要な眺 望 点 は改 変 さ れない こ とか ら、

影 響 はない と考え られる 。

＜＜＜＜景 観 資 源景 観 資 源景 観 資 源景 観 資 源 ＞＞＞＞

景 観 資 源 は対 象 事 業 実 施 区 域 か ら離れ

て お り 、改 変 はない と予 測 さ れる こ とか

ら、影 響 はない と考え られる 。

＜＜＜＜主 要主 要主 要主 要 なななな眺 望 景 観眺 望 景 観眺 望 景 観眺 望 景 観 のののの状 況状 況状 況状 況 ＞＞＞＞

女 三 瓶 山 か らは建 設 発 生 土 処 理 場 と付 替

道 路 を、琴 引 山 か らは付 替 道 路 を見る こ

とが 出 来 る が 、い ず れも 眺 望 景 観 に及ぼ

す影 響 は小さ い と考え られる 。

影 響 が ない 又は小

さ い と予 測 さ れる た

め、環 境 保 全 措 置 の

検 討 は行わ な い 。
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三瓶山（女 三瓶山）か ら の眺 望 景 観三瓶山（女 三瓶山）か ら の眺 望 景 観

（供 用 後 ）（供 用 後 ）

土 捨 場跡 地土 捨 場跡 地

琴引山から の眺 望 景 観 に つ い て は、調 査 か琴引山から の眺 望 景 観 に つ い て は、調 査 か

ら は付 替 町 道 が見え る と 考え ら れ た が、予 測ら は付 替 町 道 が見え る と 考え ら れ た が、予 測

の結 果 、 わ ず かし か確 認 出 来 な い た め、影の結 果 、 わ ず かし か確 認 出 来 な い た め、影

響は小さ い と 考え ら れ る響は小さ い と 考え ら れ る

��������� � �� � �� � �� � � � � � 	� � � 	� � � 	� � � 	 
 � � 
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 � � 

 � � 

 � � 

 � � 


琴 引 山か ら の眺 望 景 観 （供 用 後 ）琴 引 山か ら の眺 望 景 観 （供 用 後 ）

三 瓶 山から の眺 望 景 観 に つ い て は、 建 設三 瓶 山から の眺 望 景 観 に つ い て は、 建 設 発発

生 土 処 理 場生 土 処 理 場 の跡 地 がわ ず かし か見え な い たの跡 地 がわ ず かし か見え な い た

め、影響は小さ い と 考え ら れ るめ、影響は小さ い と 考え ら れ る
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付 替 道 路 の一 部付 替 道 路 の一 部



��������������������������������人人人人とととと自 然自 然自 然自 然 とのとのとのとの触触触触れれれれ合合合合い のい のい のい の活 動活 動活 動活 動 のののの場場場場人人人人とととと自 然自 然自 然自 然 とのとのとのとの触触触触れれれれ合合合合い のい のい のい の活 動活 動活 動活 動 のののの場場場場

項目項目項目項目 予 測予 測予 測予 測 のののの結 果結 果結 果結 果 環 境 保 全環 境 保 全環 境 保 全環 境 保 全

措 置 等措 置 等措 置 等措 置 等

人人人人とととと自自自自

然然然然とのとのとのとの

触触触触れれれれ合合合合

い のい のい のい の活活活活

動動動動のののの場場場場

・・・・立 久 恵 峡立 久 恵 峡立 久 恵 峡立 久 恵 峡 、、、、遊 好遊 好遊 好遊 好 のののの里里里里、、、、伊 秩伊 秩伊 秩伊 秩 や す ら ぎ のや す ら ぎ のや す ら ぎ のや す ら ぎ の里里里里
人と自 然 との触れ合い の活 動 の場は、改 変 さ れな い と予 測 さ れる 。

利用性：利用面 積 減 少 によ る 利用性の変 化 はな い と 予測され る 。
ア ク セ ス 性：予測前 に国 道 １ ８ ４ 号が完 成 して お り 、変 化 はな い と 予測
され る 。
近 傍 の風 景 ：対 象 事 業 実 施 区 域 か ら の離 隔 があ り 、変 化 はな い と 予測さ
れ る 。
親 水 性：下 流 河 川 にお け る 水 質 の予測結 果 か ら 、水 質 の変 化 は小さい と
予測され る 。

・・・・東 三 瓶東 三 瓶東 三 瓶東 三 瓶 フ ラ ワ ー バ レ ーフ ラ ワ ー バ レ ーフ ラ ワ ー バ レ ーフ ラ ワ ー バ レ ー
人と自 然 との触れ合い の活 動 の場は、改 変 さ れな い と予 測 さ れる 。

利用性：利用面 積 減 少 によ る 利用性の変 化 はな い と 予測され る 。
ア ク セ ス 性：予測前 に国 道 １ ８ ４ 号が完 成 して お り 、変 化 はな い と 予測
され る 。
近 傍 の風 景 ：志 津 見 大 橋 が出 現 し、東 三 瓶 フ ラ ワ ー バ レ ー の利用は一 時
的に制 約 され る が、快 適 性に変 化 を生じ させ る こ と はな い と 予測され る 。
親 水 性：貯 水 池 にお け る 水 質 の予測結 果 か ら 、水 質 の変 化 は小さい と 予
測され る 。

影 響 が

な い 又は

小さ い と

予 測 さ れ

る た め 、

環 境 保 全

措 置 の検

討は行わ

な い 。
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�� � 志津見ダ ム モ ニ タ リ ン グ

調 査 計 画 �案�



������������������������� � 	 
� � 	 
� � 	 
� � 	 
������������������������� � 	 
� � 	 
� � 	 
� � 	 


調 査 項 目

水 質 試 験 湛 水時 調 査 、定 期 調 査 （試 験 湛 水終 了
後）、自 動 水質監 視 装 置 によ る 調 査 、詳 細 調 査 、
出 水時 調 査

生

物

環 境 保 全 へ の取り
組み の効 果 の検 証

環 境 保 全 措 置 実 施 後の動 物の重 要 種の生息
状 況 確認、同 植 物の重 要 種の生息 状 況 確認

環 境 配 慮 事 項の確
認

植 物に対す る 環 境 配 慮 事 項の確認、生態 系
� 上 位 性 �に対す る 環 境 配 慮 事 項の確認

不 確実 性 のあ る 項
目の変 化 の把 握

重 要 な種、生態 系 調 査 �上 位 性 �、生態 系 調 査
� 典 型 性 陸 域 �、生態 系 調 査 �典 型 性 河 川 域 �

堆 砂 調 査 横 断 測 量 ま た は 面 的 測 量

水源 地 動 態 調 査 ダ ム 湖 及 び周 辺 施 設 の利 用 実 態 調 査 他

洪 水調 節 及 び利 水補 給
の実 績 調 査

洪 水被 害 発 生状 況 、渇 水発 生状 況 等
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������������������������ 水質調査水質調査水質調査水質調査水質調査水質調査水質調査水質調査

定 期 水 質 調査

自 動 水 質 監 視 装 置 によ る 計 測

詳 細 調査

出 水 時 水 質 調査

�������� �	 
 � ��������� �	 
 � �


 � �� 
 � � �
 � �� 
 � � �

貯水池中央部

ダ ム 放 水口

選 択 取 水設 備

ダ ム サ イ ト

八 神

角 井

野 土 橋

上 乙 立 橋

馬 木

����試験湛水期間中試験湛水期間中試験湛水期間中試験湛水期間中はははは、、、、供 用 後供 用 後供 用 後供 用 後 と はと はと はと は

異異異異な るな るな るな る 計 画計 画計 画計 画 でででで水質 調 査水質 調 査水質 調 査水質 調 査 をををを実 施実 施実 施実 施

P.5-2）））） ：調 査 地 点



������������

調査項目 一 般 項目 ：水 温 ，濁 度
生 活 項目 ：��，� � � ，� � � ，� � ，� � ，大 腸 菌 群 数 ，全 窒 素 ，全 燐 ，全 亜 鉛
富 栄 養 項目 ��	 
�，�� �
�，�� �
�，
� 	 

，ク ロ ロ フ ィ ル ａ
植 物 プ ラ ン ク ト ン ：植 物 プ ラ ン ク ト ン �個 体 数 �，フ ェ オ フ ィ チ ン
健 康 項目 ：カ ド ミ ウ ム ，シ ア ン な ど

調査頻 度 ○：月�回，△：月�回未 満 �添 字 ：年 回数 �
月�回未 満 は、健 康 ：夏 季 ･冬 季 ，そ の 他：四 季 ，底 質 ：夏 季 を基 本 とし て 必 要 に応じ て 増 減

調査深 度 貯 水 池 内 ：一 般 項目，生 活 項目，富 栄 養 項目�ク ロ ロ フ ィ ル ａ除�は�層�水 深 � � �� ，��� 水 深 ，底 上 �� � � �
ク ロ ロ フ ィ ル ａ，植 物 プ ラ ン ク ト ン 、動 物 プ ラ ン ク ト ン ，健 康 項目，そ の 他は�層�水 深 � � � � �
流 入 河 川 ，下 流 河 川 ：� 割 水 深

流量
一 般
項 目

生 活
項 目

富 栄 養
項 目

植 物
ﾌﾟﾗ ﾝ ｸ ﾄ ﾝ

健 康
項 目

底 質

��� 八 神 － � � � － － －

��� 角 井 － � � � － － －

� �� ダ ム サ イ ト － � � � � � � � �

� �� 貯 水 池 中 央 部 － � � � － － －

� �� ダ ム 放 水 口 � � � � － － －

� �� 野 土 橋 － � � － － － －

� �� 上 乙 立 橋 － � � － － － －

� �� 馬 木 � � � － － － －

貯 水 池 内

分 類 番 号 地 点 名

調 査 項 目

下 流河 川

流入 河 川
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� � ��� � � �� � ��� � � �

測 定 頻 度 １時 間 １回以 上

水温 濁 度

流 入 河 川 ��� 八 神 2割 水深 � �

貯 水池 内 � �� 選 択 取 水設 備
0.1m，0.5m，1.0m
以 下 1.0m毎

� �

下 流 河 川 � �� 野 土 橋 2割 水深 � �

調 査 項 目調 査 深 度
(水深 )

分 類 番 号 地 点 名

� � ��� � ��

• 貯 水 池 にお い て 利 水 に影 響 を及ぼ す 現 象 が確 認 さ れ た
場 合 、詳 細 な実 態 を把 握 す る た め の 調査を実 施

• 調査項目、地 点 、頻 度 など は 「改 訂 ダ ム 貯 水 池 水 質 調
査要 領 ｣（平 成 ８年１月）に準じ る 。

生物異 常 発 生時 調 査 （ア オ コ 、淡 水赤 潮 等 発 生時 ）

赤 水・黒 水発 生時 調 査

渇 水濁 水発 生時 調 査 P.5-4））））



� �� ����� �� ����

調査頻 度 出 水 時 か ら 濁 度 回復 ま で １回�日
備 考 � ○：八 神 、野 土 橋 は、自 動 水 質 監 視 装 置 によ り 水 温 ･濁 度 を計 測 す る

流量 水 温 濁 度

流入 河 川 ��� 八 神 2割 水 深 － － － �

貯 水 池 内 � �� ダ ム サ イ ト
0.1m，0.5m，1.0m
以 下 1.0m毎

－ � � －

� �� 野 土 橋 － － － �

� �� 馬 木 � � � －

備 考

2割 水 深

調 査 項 目
分 類 番 号 地 点 名

調 査 深 度
(水 深 )

下 流河 川
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� � � � ! " #��� � $ %� � � � ! " #��� � $ %

調査項目 一 般 項目 ：水 温 ，濁 度
生 活 項目 ：��，� � � ，� � � ，� � ，� � ，大 腸 菌 群 数 ，全 窒 素 ，全 燐 ，全 亜 鉛
富 栄 養 項目 ��	 
�，�� �
�，�� �
�，
� 	 

，ク ロ ロ フ ィ ル ａ
植 物 プ ラ ン ク ト ン ：植 物 プ ラ ン ク ト ン �個 体 数 �，フ ェ オ フ ィ チ ン
健 康 項目 ：カ ド ミ ウ ム ，シ ア ン な ど

調査頻 度 ○：水 位 上 昇 �� � 毎に�回ま た は� 週 間 に�回，満 水 位 後 は�回�月
△：�回�月未 満 �添 字 ：年 回数 ，健 康 は原 則 夏 季 と冬 季 ，そ の 他は四 季 を基 本 �

調査深 度 貯 水 池 内 ：一 般 項目，生 活 項目，富 栄 養 項目�ク ロ ロ フ ィ ル ａ除�は�層�水 深 � � �� ，��� 水 深 ，底 上 �� � � �
ク ロ ロ フ ィ ル ａ，植 物 プ ラ ン ク ト ン 、動 物 プ ラ ン ク ト ン ，健 康 項目，そ の 他は�層�水 深 � � � � �
流 入 河 川 ，下 流 河 川 ：� 割 水 深

流量
一 般
項 目

生 活
項 目

富 栄 養
項 目

植 物
ﾌﾟﾗ ﾝ ｸ ﾄ ﾝ

健 康
項 目

��� 八 神 － � � � － －

��� 角 井 － � � � － －

� �� ダ ム サ イ ト － � � � � � �

� �� 貯 水 池 中 央 部 － � � � － －

� �� ダ ム 放 水 口 � � � － － －

� �� 野 土 橋 － � � － － －

� �� 上 乙 立 橋 － � � － － －

� �� 馬 木 � � � － － －

貯 水 池 内

分 類 番 号 地 点 名

調 査 項 目

下 流河 川

流入 河 川
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環境保全へ の取り組

み の効 果 の検 証

環境配慮 事 項 の確 認

不 確 実 性 のあ る 項 目

の変 化 の把 握

植 物 へ の配慮 事 項 確 認

措 置 実 施 後 の動 物 重 要

種の生 息 状 況 確 認

措 置 実 施 後 の植 物 重 要

種の生 育 状 況 確 認

生 態 系 (上 位 性 )へ の配
慮 事 項 の確 認

重 要 な種

生 態 系 調 査 ( 上 位 性 )

生 態 系 調 査 ( 典 型 性 陸
域)

生 態 系 調 査 ( 典 型 性 河
川 域)

重 要 な動 物 （昆 虫 類 ）

重 要 な植 物

バ イ カ モ

ク マ タ カ

重 要 な動 植 物

動 物 相 調 査 (陸域)

生 態 系 調 査 （植 生 等 調 査 ）

動 物 相 調 査 (河川 域)

下 流 河川 の河川 環境調 査

貯 水 池 上 流 端 の環境調 査

������������������������ 生物調査生物調査生物調査生物調査生物調査生物調査生物調査生物調査
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調査の観 点 環 境 保 全 措 置 を実 施 した 動 物 の重 要 種を対 象 として 、昆 虫 類 の食 草

であ るナ ラ ガ シ ワ の播 種後 の生育 状 況 及 び重 要 な昆 虫 類 の生息 状 況
を確 認 す る。

調査方法 ナ ラ ガ シ ワ の生育 状 況 調査：播 種後 の活 着 状 況 、繁 殖 状 況 を記 録 。

重 要 な昆 虫 類 の生息 環 境 調査：播 種実 施 先 の生息 環 境 状 況 等を記 録 。

生息 状 況 調査：目 視 及 び捕 獲 によ り 種名 、個 体 数 を確 認 ・記 録 。

調査場 所 ダ ム 周 辺

調査時 期 等 対 象 種の発 生期 等を考慮 して 調査時 期 を設 定 。

調査実 施 年 度 平 成 21年 度 ～平 成 24年 度
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調査の観 点 環 境 保 全 措 置 を実 施 した 植物 の生育 状 況 を確 認 す る。

調査方法 生育 状 況 調査：重 要 な植物 種の生育 状 況 、繁 殖 状 況 を記 録 す る。

調査場 所 ダ ム 周 辺

調査時 期 等 対 象 種の開 花 期 等を考慮 して 調査時 期 を設 定 。

調査実 施 年 度 平 成 21年 度 ～平 成 24年 度
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調査の観 点 既 往 のヤ シ ャ ゼ ン マ イ 、バ イ カ モ 、ナ ガ ミ ノ ツ ル キ ケ マ ン 、メ グ ス リ ノ キ

保 全 措 置 箇 所 の生育 状 況 を確 認 し、配 慮 事 項 の効 果 を把 握 す る。

調査方法 移 植種生育 状 況 調査：移 植対 象 種の活 着 状 況 、繁 殖 状 況 を記 録 。

生育 環 境 調査：移 植先 の生育 環 境 状 況 等を記 録 。

調査場 所 移 植先

調査時 期 等 対 象 種の開 花 期 、生長 を考慮 して 調査時 期 を設 定 。

調査実 施 年 度 平 成 20年 度 ～平 成 24年 度
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調査の観 点 上 位 性 の注 目 種であ るク マ タ カ は、湛 水 に伴い行 動 圏 が変化す る等
の可 能 性 が考えら れ るた め 、生息 状 況 を把 握 す る。

調査方法 事 業 と行 動 圏 が重 複 す る４つ がい（Aつ がい、Cつ がい、Dつ がい、H
つ がい）につ いて 、行 動 圏 の変化把 握 のた め の調査を実 施 。

調査場 所 対 象 つ がいの行 動 圏 内

調査時 期 等 育 雛 期 （5～8月）と求 愛 ～抱 卵 期 （12～3月）。 (月1回、3日 間 /回程 度 )
繁 殖 確 認 の場 合 は、巣外 育 雛 期 （9～11月）も実 施 。

調査実 施 年 度 平 成 20年 度 ～平 成 24年 度
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調査の観 点 上 位 性 の注 目 種であ るク マ タ カ は、湛 水 に伴い行 動 圏 が変化す る等
の可 能 性 が考えら れ るた め 、生息 状 況 を把 握 す る。

調査方法 既 知 の巣を望 遠 鏡 等で観 察 し、巣の利 用 の有 無 、繁 殖 の状 況 を把 握 。

調査場 所 対 象 つ がいの既 知 の巣

調査時 期 等 巣内育 雛 期 （6～7月）に1回

調査実 施 年 度 平 成 20年 度 ～平 成 24年 度

! " # $! " # $! " # $! " # $ � 
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 � � � � （（（（２２２２）－）－）－）－ 営 巣 地 調 査営 巣 地 調 査営 巣 地 調 査営 巣 地 調 査
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調査の観 点 直 接 改 変以 外 の影 響 を受け る可 能 性 のあ る種につ いて 影 響 の有 無 を

確 認 す る。

調査方法 ス ナ ヤ ツ メ 、カ ジ カ 類 調査：

投 網・タ モ 網・セ ル びん 等によ り 魚 類 を捕 獲 し生息 状 況 を確 認 。

カ ワ ネ ズ ミ 調査：

〔生息 状 況 調査〕：無 人 撮 影 カ メ ラ 等で生息 状 況 を確 認 。

〔生息 環 境 調査〕：生息 確 認 地 点 で、瀬・淵の状 況 、河床 状 況 等を記 録 。

重 要 な植物 種（ナ ガ ミ ノ ツ ル キ ケ マ ン 、エ ビ ネ 、ヤ シ ャ ゼ ン マ イ 、タ コ ノ ア シ 、
カ ワ ヂ シ ャ ）調査：

〔生育 状 況 調査〕：対 象 種の生育 状 況 、繁 殖 状 況 を記 録 。

〔生育 環 境 調査〕：生育 環 境 状 況 等を記 録 。

調査場 所 過 去 の現 地 調査での確 認 地 点 及 びそ の周 辺

調査時 期 等 ス ナ ヤ ツ メ 、カ ジ カ ；夏 季 、秋 季 。カ ワ ネ ズ ミ ；夏 季 。

重 要 な植物 種は開 花 、生長 を考慮 して 調査時 期 を設 定 。

調査実 施 年 度 平 成 20年 度 ～平 成 24年 度

重 要重 要重 要重 要 なななな動 植 物 調 査動 植 物 調 査動 植 物 調 査動 植 物 調 査
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調査の観 点 貯 水 池 及 び林 縁 の出 現 等に伴う環 境 変化によ る動 物 相 、植生等の変
化を把 握 す る。

調査方法 哺 乳 類 相 調査：

鳥 類 相 調査：

「平 成 ��年 度 版河川 水 辺 の国 勢 調査 基 本 調査マ ニ ュ ア ル ダ ム 湖 版」
もしく は「平 成 ��年 度 版河川 水 辺 の国 勢 調査 基 本 調査マ ニ ュ ア ル 河川

版」（以 下 マ ニ ュ ア ル という）に準じ て 実 施 す る。

調査場 所 代 表 的 な環 境 類 型 区 分 を通る３ル ー ト （哺 乳 類 は生態 系調査と兼ね る）

調査時 期 等 哺 乳 類 相 調査：秋 季

鳥 類 相 調査：初 夏 季 、秋 季 、冬 季

調査実 施 年 度 平 成 20年 度 ～22年 度 、平 成 24 年 度

生 態 系 調 査生 態 系 調 査生 態 系 調 査生 態 系 調 査 （（（（典 型 性典 型 性典 型 性典 型 性 陸 域陸 域陸 域陸 域）－）－）－）－ 動 物 相 調 査動 物 相 調 査動 物 相 調 査動 物 相 調 査 （（（（陸 域陸 域陸 域陸 域））））

生 態 系 調 査生 態 系 調 査生 態 系 調 査生 態 系 調 査 （（（（上 位 性上 位 性上 位 性上 位 性 ））））

環 境 配 慮 事 項 として 実 施 、②����ク マ タ カ 生息 状 況 調査を 参 照
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調査の観 点 貯 水 池 及 び林 縁 の出 現 等に伴う環 境 変化によ る動 物 相 、植生等の変
化を把 握 す る。

調査方法 植物 調査：

平 常 時 最 高 貯 水 位 か ら 上 部 方向 30ｍにわ た っ て 固 定 コ ド ラ ー ド を設 置 。
同 一 環 境 類 型 区 分 の上 部 斜 面 に固 定 コ ド ラ ー ド 2地 点 を設 置 （対 照 区 ）。
階 層 別 ・種別 に被 度 ・群 度 を記 録 し、断 面 模 式 図 を 作 成 。

哺 乳 類 調査：マ ニ ュ ア ル に準じ て 実 施 。

ト ラ ッ プ ・無 人 撮 影 カ メ ラ は平 常 時 最 高 貯 水 位 付 近 と対 照 区 コ ド ラ ー ト 内。

鳥 類 調査：マ ニ ュ ア ル に準じ て 実 施 す る。

昆 虫 類 調査：ピ ッ ト フ ォ ー ル ト ラ ッ プ 調査、FIT調査を実 施 。

調査場 所 典 型 性 陸 域 の環 境 類 型 区 分 の代 表 的 な３区 分

調査時 期 等 植物 調査：夏 季 、哺 乳 類 調査：秋 季 、鳥 類 調査：初 夏 季 、秋 季 、冬 季

昆 虫 類 調査：初 夏 季

調査実 施 年 度 平 成 20年 度 ～22年 度 、平 成 24 年 度

生 態 系 調 査生 態 系 調 査生 態 系 調 査生 態 系 調 査 （（（（典 型 性典 型 性典 型 性典 型 性 陸 域陸 域陸 域陸 域）－）－）－）－ 生 態 系 調 査生 態 系 調 査生 態 系 調 査生 態 系 調 査 （（（（植 生 等 調 査植 生 等 調 査植 生 等 調 査植 生 等 調 査 ））））
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調査の観 点 事 業 実 施 によ り 生じ る環 境 変化（冠 水 頻 度 ・河床 構 成 材 料 ・水 質 等の変
化、連 続 性 の分 断 、止 水 環 境 の出 現 ）が動 物 相 に与える影 響 を把 握 す る。

調査方法 鳥 類 調査：マ ニ ュ ア ル に準じ て 実 施 。

試 験 湛 水 後 貯 水 池 の鳥 類 調査：

試 験 湛 水 後 に 船 上 セ ン サ ス ま た は陸 上 か ら の観 察 によ り 実 施 。

魚 類 調査（試 験 湛 水 後 の貯 水 池 含む）：マ ニ ュ ア ル に準じ て 実 施 。

底 生動 物 調査：マ ニ ュ ア ル に準じ て 実 施 。

試 験 湛 水 後 貯 水 池 の底 生動 物 調査：

試 験 湛 水 後 に定 量 採 集 調査（エ ク マ ン バ ー ジ 型 採 泥 器 ）によ り 実 施 。

調査場 所 鳥 類 調査：貯 水 池 予 定 区 域 周 辺 、下 流 河川

試 験 湛 水 後 貯 水 池 の鳥 類 調査：試 験 湛 水 後 の貯 水 池

魚 類 調査・底 生動 物 調査：

下 流 河川 、貯 水 池 予 定 区 域 周 辺 、貯 水 池 は試 験 湛 水 後 に 選 定 。

調査時 期 等 鳥 類 調査：初 夏 季 、秋 季 、冬 季 。試 験 湛 水 後 貯 水 池 の鳥 類 調査：初 夏 季 、
秋 季 、冬 季 。魚 類 調査：夏 季 、秋 季 。底 生動 物 調査：冬 季 ～早 春 、初 夏 。

調査実 施 年 度 平 成 20年 度 ～平 成 24年 度 ( 貯 水 池 内につ いて は湛 水 中 か ら 実 施 )

生 態 系 調 査生 態 系 調 査生 態 系 調 査生 態 系 調 査 （（（（典 型 性典 型 性典 型 性典 型 性 河 川河 川河 川河 川 域域域域）－）－）－）－ 動 物 相 調 査動 物 相 調 査動 物 相 調 査動 物 相 調 査 （（（（河 川 域河 川 域河 川 域河 川 域））））
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調査の観 点 ダ ム 下 流 河川 の流 況 の変化が、下 流 の植生・付 着 藻 類 や河川 形 態 に
与える影 響 を把 握 す る。

調査方法 植生調査：

河岸 の幅10ｍの帯 状 区 （河川 横 断 方向 ）で植生調査を実 施 。併せ て 植
生断 面 模 式 図 を 作 成 し、固 定 定 点 での記 録 撮 影 を実 施 。

河川 形 態 調査：

踏 査で瀬、淵の分 布 を地 形 図 に記 録 し、河岸 植生調査結 果 も含め て 河
川 環 境 情 報 図 を 作 成 。

粒 径 加 積 曲 線 調査：

試 料 を平 面 採 取 法 によ り 採 取 し、粒 径 と 構 成 割 合 を調査す る。

付 着 藻 類 調査（定 量 採 集 ）：

歯ブ ラ ン 等でコ ド ラ ー ト 内の付 着 藻 類 を 採 集 し、種の同 定 ・計測 、ク ロ ロ
フ ィ ル aの分 析 を実 施 。

調査場 所 ダ ム 下 流 河川 （河川 環 境 類 型 区 3区 分 毎 に2 地 点 の計6地 点 ）

調査時 期 等 植生調査・河川 形 態 調査：夏 季 、粒 径 加 積 曲 線 調査：晩 秋 季

付 着 藻 類 調査：夏 季 、冬 季

調査実 施 年 度 平 成 20年 度 ～平 成 24年 度 （河川 環 境 情 報 図 は湛 水 前 、供 用 3年 後 ）

生 態 系 調 査生 態 系 調 査生 態 系 調 査生 態 系 調 査 （（（（典 型 性典 型 性典 型 性典 型 性 河 川河 川河 川河 川 域域域域）－）－）－）－ 下 流 河 川下 流 河 川下 流 河 川下 流 河 川 のののの河 川 環 境 調 査河 川 環 境 調 査河 川 環 境 調 査河 川 環 境 調 査

� � � �� � � �� � � �� � � � �� ��� ��� ��� �  ! ! ! ! ����" #" #" #" # ����$ % � �$ % � �$ % � �$ % � � ����� � � �� � � �� � � �� � � � �� ��� ��� ��� �  ! ! ! ! ����" #" #" #" # ����$ % � �$ % � �$ % � �$ % � � ����((((((((�������� P.5-15））））



調査の観 点 上 流 か ら の土 砂 供 給 及 び貯 水 池 の水 位 変動 に伴う植生及 び動 物 相 の
変化を定 量 的 に把 握 す る。

調査方法 鳥 類 調査：マ ニ ュ ア ル に準じ て 実 施 。

昆 虫 類 調査：ピ ッ ト フ ォ ー ル ト ラ ッ プ 調査を実 施 。

魚 類 調査：マ ニ ュ ア ル に準じ て 実 施 す る。

底 生動 物 調査：マ ニ ュ ア ル に準じ て 実 施 す る。

植生調査： 生態 系調査（植生等調査）と 同 様 の考え方で 固 定 コ ド ラ ー ド
を設 置 し、階 層 別 ・種別 に被 度 ・群 度 を記 録 し、断 面 模 式 図 を 作 成 。

付 着 藻 類 調査（定 量 採 集 ）： 歯ブ ラ シ 等でコ ド ラ ー ト 内の付 着 藻 類 を 採 集
し、種の同 定 ・計測 、ク ロ ロ フ ィ ル aの分 析 を実 施 。

調査場 所 貯 水 池 上 流 端

調査時 期 等 鳥 類 調査：初 夏 季 、秋 季 、冬 季 。昆 虫 類 調査：初 夏 季 。魚 類 調査：夏 季 、
秋 季 。底 生動 物 調査：冬 季 ～早 春 、初 夏 。植生調査・付 着 藻 類 調査：夏 季 。

調査実 施 年 度 鳥 類 調査・昆 虫 類 調査・底 生動 物 調査： 平 成 20年 度 ～平 成 24 年 度
魚 類 調査・植生調査・付 着 藻 類 調査： 平 成 20年 度 ～平 成 24 年 度

生 態 系 調 査生 態 系 調 査生 態 系 調 査生 態 系 調 査 （（（（典 型 性典 型 性典 型 性典 型 性 河 川河 川河 川河 川 域域域域）－）－）－）－ 貯 水 池 上 流 端貯 水 池 上 流 端貯 水 池 上 流 端貯 水 池 上 流 端 のののの環 境 調 査環 境 調 査環 境 調 査環 境 調 査

� � � �� � � �� � � �� � � � �� ��� ��� ��� �  ! ! ! ! ����" #" #" #" # ����$ % � �$ % � �$ % � �$ % � � ����� � � �� � � �� � � �� � � � �� ��� ��� ��� �  ! ! ! ! ����" #" #" #" # ����$ % � �$ % � �$ % � �$ % � � ����))))))))��������
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������������������������ 堆 砂 状 況堆 砂 状 況堆 砂 状 況堆 砂 状 況堆 砂 状 況堆 砂 状 況堆 砂 状 況堆 砂 状 況
� � * +� � * +� � * +� � * +� � * +� � * +� � * +� � * +

【ね ら い 】

• ダ ム 供 用 後 の堆 砂 の状 況 （全 堆 砂 量 、有 効 容 量 内 堆 砂 量 、堆 砂 形 状
等）を把 握

【調 査 項 目 ・調 査 手 法 】

堆 砂 のモ ニ タ リ ン グ 調 査 は、「 ダ ム の管 理例 規 集 」に準じ る。

調 査 項 目 ：横 断 測量 ま た は面 的 測量 によ る堆 砂 量 の現 地把 握
調 査 頻 度 ：年１回（出 水 期 後 ）、平 成 22年か ら 開 始 （試 験 湛 水 後 ）
測線 （横 断 測量 ）：神 戸 川 53測線 、角 井 川 12測線

モ ニ タ リ ン グ 調査地 点 （堆 砂 測 量 範 囲 ）モ ニ タ リ ン グ 調査地 点 （堆 砂 測 量 範 囲 ）

：測 線 （横 断 測 量 ）：測 線 （横 断 測 量 ）

P.5-17））））



������������������������ 水 源 地 動 態 調査水 源 地 動 態 調査水 源 地 動 態 調査水 源 地 動 態 調査水 源 地 動 態 調査水 源 地 動 態 調査水 源 地 動 態 調査水 源 地 動 態 調査
� � * +� � * +� � * +� � * +� � * +� � * +� � * +� � * +

(1)(1)���� � ��� 	���� � ��� 	
• 水 源 地域（生 活 再 建 地を含む）の地勢 や人 口 等の概 要 、交 通 条 件 や観

光 施 設 等のダ ム の立 地特 性 等の視 点 か ら 水 源 地域の概 況 を把 握

• ダ ム 建 設 が直 接 地域社 会 に与え た イ ン パ ク ト 、周 辺 地域の社 会 情 勢 、地

域の交 流 活 動 ・イ ベ ン ト 等につ い て 整理し、ダ ム 事 業 と地域社 会 の係わ

り を把 握 ・整理

(2)(2) � � 
 � �
 � � � �� � � � � �� � 
 � �
 � � � �� � � � � �

�ダ ム 湖 周 辺 施 設 利 用 実 態 調 査

ダ ム 湖 周 辺 の主 要 な施 設 につ い て 、月 別 の利 用 者 数 等を統 計 的 に整

理し、毎 年の利 用 者 数 等の変 化 を見るこ とによ り 、各 施 設 の地域活 性 化

へ の貢 献 度 を測る。

a）調 査 対 象 時 期 ：平 成 22～24年度 の毎 年
b）調 査 対 象 施 設 ： 志 津 見ダ ム 展 望 広 場、東 三 瓶 フ ラ ワ ー バ レ ー 、ふ れ あ
い の里 奥 出 雲 公 園 、琴 引 山 フ ォ レ ス ト ス キ ー 場

P.5-18））））



������������������������ 洪 水 調節 及洪 水 調節 及洪 水 調節 及洪 水 調節 及 びびびび利 水 補 給利 水 補 給利 水 補 給利 水 補 給 のののの実 績実 績実 績実 績洪 水 調節 及洪 水 調節 及洪 水 調節 及洪 水 調節 及 びびびび利 水 補 給利 水 補 給利 水 補 給利 水 補 給 のののの実 績実 績実 績実 績
� � * +� � * +� � * +� � * +� � * +� � * +� � * +� � * +
【ね ら い 】

• 洪 水 調 節 、利 水 補 給 等 に関す る ダ ム の効 果 の実 績 を把 握

【調 査 項 目 ・調 査 手 法 】

毎 年 の実 績 につ い て 、以 下 の整 理 を行う。

(1) 洪 水 調 節 ：

• 洪 水 被 害 発 生 状 況

• 洪 水 調 節 実 績

• 洪 水 時 の対 応 状 況
(2) 利 水 補 給 等 ：

• 利 水 補 給 （貯 水 池 運 用 状 況 、補 給 量 、流 況 改 善 状 況 ）

• 渇 水 発 生 状 況

P.5-19））））



������������������������ モ ニ タ リ ン グモ ニ タ リ ン グモ ニ タ リ ン グモ ニ タ リ ン グ 調査工 程調査工 程調査工 程調査工 程モ ニ タ リ ン グモ ニ タ リ ン グモ ニ タ リ ン グモ ニ タ リ ン グ 調査工 程調査工 程調査工 程調査工 程
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